
としょかんにあたらしく入
はい

った本
ほん

を、しょうかいします。 

ぜひ、よんでみてくださいね！ 
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 ホームページでも、みることが 
できます♪ 

『たい焼
や

き総選挙
そうせんきょ

』 
 

新井けいこ／作 

いちろう／絵 あかね書房 
 

 

拓
た く

都
と

は商店街
しょうてんがい

の「松丸堂
まつまるどう

」のたい焼きが大好物
だいこうぶつ

。

お店の人がけがをしたため、友達
ともだち

と店を手
て

伝
つだ

うこ

とになりました。拓都たちは売りあげをのばすた

めに、いろんなアイデアを出しますが、はたして 

うまくいくでしょうか？楽しみながら、商売
しょうばい

のことも

学べる本です。読んだらきっと、たい焼きが食べ

たくなります。 

『いえができるよ』 
 

 

バイロン・バートン／さく 

なかがわちひろ／やく 

好学社 

なにもないみどりのはらっぱに、あなを 

ほり、いたをうめこみ、セメントをどろどろ 

ながす。しゅっ、ぺた。ブロックをかさね、

いたをしいて、ゆかをつくる・・・。 

さあ、いえがどんどんできていくよ。 

え ほ ん 

町中
まちじゅう

のかんばんが古
ふる

くなったので、かん

ばんをあたらしくすることになったパイン

さん。一
いっ

しゅうかんかかってかきおわった

のに、よくあさ、めがねがありません。ぼ

んやりとしか見
み

えないなか、かんばんをと

りつけていくと、まぁたいへんなことに！ 

やまんばのむすめのまゆが、あめの 

はやしをあるいていると、「あかいぼうし

のブカブカブーがでた！」  とさけぶ 

どうぶつたちに、であいました。「ブカブ

カブーってなんだろう？」まゆは、あい

たくなって、はやしのおくへと、すすんで 

いきます。 
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小学５～６年生むけ 

「うちはおおなわ大会を見学します。理由は、う

ちが出ると、五年二組は勝てないからです」 

生まれつき足にハンディをもつ双葉
ふ た ば

のいきなり

の宣言
せんげん

。その言葉をきっかけに、クラスメイトそ

れぞれの想いがぶつかり合う。みんなでいっしょ

に跳びたい、自分も見学したい、やるからには勝

ちたい…。果たして、五年二組全員が納得
な っ と く

でき

る答えにたどり着くことはできるのか？ 

『飛べ！山小屋 

   ヘリコプター』 
 

池田菜津美／文 

星野秀樹／写真 新日本出版社 

ノンフィクション 

『おおなわ 

   跳
と

びません』 
 

 

赤羽じゅんこ／作 

マコカワイ／絵  静山社 

と ご  や やま 

山小屋で売
う

っている食
た

べものやおみやげ、自
じ

動
ど う

販
はん

売
ばい

機
き

の飲
の

みもの、トイレで使
つか

うトイレットペーパー

はどうやって運
はこ

んでいるのでしょう。せまい山
やま

道
みち

に

車
くるま

は入れません。この本
ほん

ではとても力
ちから

持
も

ちのヘリ

コプターを大迫力
だいはくりょく

の写真
しゃしん

とともにご紹介
しょうかい

します。エ

ンジンが強力
きょうりょく

なので、空
く う

気
き

のうすい場
ば

所
し ょ

でもへっ

ちゃらなんですって！ どれだけたくさんの荷物
に も つ

を

運ぶかは、ぜひ読
よ

んで確
たし

かめてみてください。 

『こちら、 

   沖縄
おきなわ

美
ちゅ

ら海
うみ

水族館
すいぞくかん

 

  動物
どうぶつ

健康
けんこう

管理室
か ん り し つ

。』 

 

岩貞るみこ／文  

サタケシュンスケ／イラスト 講談社 

沖縄美ら海水族館には、生
い

き物
もの

の健康を守
まも

るた

めに、「動物健康管理室」があります。ここでは、

飼育員
し い く い ん

だけでなく、獣医師
じ ゅ う い し

や動物看護師
か ん ご し

などが

協力
きょうりょく

し、イルカの人工
じ ん こ う

尾
お

びれを作
つ く

るプロジェクト

など、様々
さまざま

なお仕事
し ご と

をしています。 

ふだん見
み

ることができない水族館の裏側
うらがわ

を知
し

るこ

とができる１冊
さつ

です。 

  「こどもとしょかんだより」7号
ごう

では、

沖縄
おきなわ

美
ちゅ

ら海
うみ

水族館
すいぞくかん

についての本
ほん

を紹介
しょうかい

しまし

たが、みなさんは、人間
にんげん

と水族館にもいる魚
さかな

の脳
のう

のつくりが、同
おな

じということを知
し

ってい 
 

ますか？ 

 もとをたどると、大昔
おおむかし

の恐 竜
きょうりゅう

たちと人間 
 

の脳も、かたちはちがっていても、つくりは

同じなのです。このことが、本当
ほんとう

かどうかを 

たしかめたい人
ひと

に、恐竜の脳のひみつが、

もっと知
し

りたくなる本を紹介
しょうかい

します。 

ぜひ、読
よ

んでみてくださいね。 
 

 ☆『恐竜のあたまの中をのぞいたら』 
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